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さて、写像 f : X → Y が連続であるとは、Y
の任意の開集合 U について、その f による逆像
が X の開集合となることであって、そこ













公理Ⅲ : φと X は開集合である。
族 を、位相空間 の位相という。以後、





















X と Y を位相空間とする。写像 f : X→Y	にお
いて、もし Y の任意の開集合 U について、そ





X のいずれの点にも Y の定まった一点 y0 を
対応させる写像 f : X→Y を、定値写像という。
これは連続である。
証明））y0 を含む任意の開集合の f による逆
像は、明らかに X であるから、定義により開
集合である。また、y0 を含まない開集合の f に
よる逆像は空集合φであるから、これも開集合











f : X→Y及びg : Y→Zの合成写像gof : X→Zは、
f と g が連続ならば連続となる。
証明））Z の任意の開集合 U に対して、
であるが、まず g の連続性から、 は Y










り、X の点と Y の点とが一対一に一つずつ残ら
ず対応しているということである。定義より明
らかなように、f が同相写像であれば、f － 1 も
同相写像であるということがわかる。
〈位相同型の定義〉












円周 S1 と任意の三角形の周囲 T1 との間には
同相写像が存在するので、それらは同相である。
〈例 3〉
円板 D2 と任意の三角形Δ2 との間には同相
写像が存在するので、それらは同相である。




























































合　　	 を 0- 鎖、1- 単 体 の 同 様 の 線 形 結 合	
	　　　を 1- 鎖、2- 単体の線形結合　　　　
を 2- 鎖等々と呼ぶことにする。次に向きを定
義しておく。例えば、AB は A から B に向かう
辺であると解釈し、AB=－BA とする。また、






ら A を省き B とし、そしてそれに、AB から B
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k 次元輪体とは、 を満たす k­ 鎖	c のこ
とである。そして k 次元輪体全体の集合、す
なわち のことを k 次元輪体群という。
とは作用素 の核のことである。ここで、
もし、二つの輪体 c1,	c2 がある ( k+1)- 鎖 b に対
して、
を満たすならば、そのとき c1 と c2 はホモロー
グであるといい、それらを同じものとみなし、






試みにもし、0 次元輪体 A と B がひとつの折
れ線 c で結ばれている場合を考えてみると、そ
れ ら の 点 は c の 境 界 輪 体 に な っ て お り、	
　　　　	が成立するので、定義から A と B は
ホモローグということになる。何らかの位相空
間 X 上の任意の点に対して、このようなこと
が 言 え た 場 合 に は、0 次 元 ホ モ ロ ジ ー 群	
　　　　はたった一つの点の線形結合で表され、
となる。
次に、具体的に、2 次元球面 S2 の 2 次元ホモ
ロジー群 H2 を考察してみる。ここで、S
2 とは、
3 次 元 Euclid 空 間 R3 に お け る 点 の 集 合	
　　　　　　　　　　　のことである。































































の元を、X から Y への射とい
う。 そ れ を と 記 し た り、
と記したりする。但し、その際
X, Y は集合である必要もないし、f が写
像でなければならないということもない。







































任意の対象 X に対して の対象 が定義さ
















した K- ベクトル空間 V とその双対空間 V* と





るといってもよい。 を K- ベクトル空間のカ
テゴリー、 をその双対空間のカテゴリーとす
る。そのとき、反変関手 は双対を表す * とな
っている。具体的には、K- ベクトル空間のカ
テ ゴ リ ー の 対 象 を V, W と し、 そ の 射 を
とするならば、対応する の対象は V*, 
W* であり、射は






































証明））S2 や S3 を対象とするトポロジー的カ
テゴリーを とする。そして は、2 次元ホモ
ロジー群 H2 によって対応付けられた Abel 群
のカテゴリーであるとする。そこで、S2 から
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